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国内学会発表 23 家⽥健史,進⾏性腎細胞癌に対するニボルマブ単剤療法の治療経験,第23回　ホルモンと癌研究会,東京,2023年6⽉16⽇

国内学会発表 24 家⽥健史,進⾏性腎細胞癌に対するニボルマブ単剤療法の治療経験,第27回　⽇本がん分⼦標的治療学会学術総会,佐賀,2023年6⽉22⽇

国内学会発表 25 家⽥健史,進⾏性腎細胞癌に対するニボルマブ単剤療法の治療経験,⽇本泌尿器腫瘍学会 第9回学術集会,横浜,2023年10⽉21⽇

国内学会発表 26 家⽥健史,Rezumシステムを⽤いた経尿道的⽔蒸気治療の治療経験,第37回⽇本泌尿器内視鏡ロボティクス学会総会,⽶⼦,2023年11⽉10⽇

国内学会発表 28 ⻑屋直哉、転移性去勢抵抗性前⽴腺癌における化学療法に対する有効性と⾎中循環腫瘍細胞におけるPSMAの発現、第24回ホルモンと癌研究会、 順天堂⼤学 、2023年6⽉16⽇〜17⽇

国内学会発表 29 ⻑屋直哉、前⽴腺癌リンパ節転移におけるCXCケモカイン/受容体発現、第26回⽇本がん分⼦標的治療学会学術集会、佐賀市⽂化会館、2023年6⽉21⽇〜23⽇



国内学会発表 30 脇⽥ 春彦, Changes in MDSC before and after radical prostatectomy, 第110回⽇本泌尿器学会総会, 神⼾, 2023.04.22

国内学会発表 31 脇⽥ 春彦, 前⽴腺全摘後の⾻髄由来免疫抑制細胞（MDSC）の変化, 第24回ホルモンと癌 研究会, 東京, 2023.06.16

国内学会発表 32
平松⼀平、⼤坂晃由、岩端威之、寺井⼀隆、⽥中貴、鈴⽊啓介、新屋芳⾥、正⽊希世、⽵川悠起⼦、岡⽥　弘、杉本公平、齋藤⼀隆、The relationship between testicular microlithiasis 
and sperm retrieval rate in testicular sperm extraction for non-obstructive azoospermia、第110回⽇本泌尿器科学会総会（兵庫県神⼾市　神⼾ポートピアホテル　総会賞候補
演題、2023年4⽉20⽇）

国内学会発表 33 平松⼀平、⼤坂晃由、岩端威之、⽥中貴⼠、岡⽥　弘、杉本公平、齋藤⼀隆、男性不妊症と精巣微⼩⽯灰症の関連性を再考する、第157回関東⽣殖医学会（千葉県浦安市　JCOM浦安⾳楽
ホール　2023年6⽉10⽇）

国内学会発表 34 平松⼀平、男性妊活外来、新規⽴ち上げに関する報告、第68回⽣殖医学会学術講演会総会（⾦沢　2023年11⽉9⽇）

国内学会発表 35 ⽯川圭祐,Efficacy of testosterone replacement treatment for patients with symptom of late-onset hypogonadism despite normal testosterone levels in the real 
world,第110回　⽇本泌尿器科学会総会　神⼾　2023/4/21

国内学会発表 36 ⽯川圭祐, 転移性ホルモン感受性前⽴腺癌に対するupfront治療のリアルワールドデータ, 第24回ホルモンと癌研究会  東京　2023/6/17

国内学会発表 37 ⽯川圭祐, 総テストステロン正常値にも関わらずLOH症状を有する患者に対するテストステロン補充療法の有効性, 第23回　⽇本メンズヘルス医学会　東京　2023/9/9

国内学会発表 38 ⼩笠⼤起, 抗ドナー抗体陽性患者における術前IVIGの使⽤経験, 第56回⽇本臨床腎移植学会, 名古屋, 2023年2⽉11⽇

国内学会発表 39 ⼩笠⼤起, CT画像解析を⽤いた予測ドナー⽪質体積による移植早期腎機能の検討, 第38回腎移植・⾎管外科研究会, 新潟, 2023年5⽉19⽇

国内学会発表 40 ⽩川智也, A case of renal cell carcinoma with inferior vena cava tumor thrombus that achieved pathological complete response by presurgical avelumab and 
axitinib, 第110回⽇本泌尿器科学会総会, 神⼾ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ, ポスター, 2023年4⽉21⽇

国内学会発表 41 ⽩川智也, 前⽴腺癌におけるステロイドホルモンと病理組織学的悪性度との探索的検討, 第24回ホルモンと癌研究会, ⼀般⼝演, 2023年6⽉17⽇

国内学会発表 42 ⽩川智也, 若年男性の男性更年期症状に対して補中益気湯が効果的であった⼀例, 第39回泌尿器漢⽅研究会, ⼀般⼝演, 2023年6⽉24⽇

国内学会発表 43 ⽊村僚喜, MSI-high陽性の転移性去勢抵抗性前⽴腺癌患者に対して、Pembrolizumabが著効した⼀例, 第24回ホルモンと癌研究会（順天堂⼤学A棟）,2023/6/16

国内学会発表 44 池端嘉裕, 転移性腎細胞癌へのニボルマブ・イピリムマブ併⽤療法後にirAEをきたした患者のTCRレパトア解析の初期経験, :第110回⽇本泌尿器科学会総会（神⼾）, 2023/04/20

国内学会発表 45 池端嘉裕, 男性における体組成とテストステロンの関連の解明︓メンデル無作為化解析, 第23回⽇本抗加齢医学会総会（東京）, 2023/06/09

国内学会発表 46 池端嘉裕, ⼤規模ゲノムワイド関連解析を⽤いた男性における体組成と男性ホルモンの関連の解明, 第24回 ホルモンと癌研究会(東京), 2023/06/17

国内学会発表 47 池端嘉裕, 転移性腎細胞癌へのニボルマブ・イピリムマブ併⽤療法が著効した患者における治療前後のTCR レパトア解析の初期経験, 第27回⽇本がん分⼦標的治療学会学術集会(佐賀) , 
2023/06/22



国内学会発表 48 池端嘉裕, ⾃⼰回答式問診票を⽤いた男性更年期障害とプレゼンティズムの関連についての調査, 第23回⽇本メンズヘルス医学会(東京), 2023/09/09

国内学会発表 49 宇井万⾥⼦、当院における前⽴腺肥⼤症に対するWAVE療法の初期経験、第88回⽇本泌尿器科学会東部総会、札幌、2023年10⽉7⽇

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 辻村　晃　LUTS Maleに対する臨床研究の歩み　千葉県医師会医学会学術⼤会、第24回泌尿器科分科会学術講演会、千葉市 2023年10⽉25⽇

特別講演・
招待講演 2 辻村　晃　性機能障害の全国実態調査に関する報告　⽇本性機能学会第33回学術総会、第31回⽇本性機能学会⻄部総会、⾼知市 2023年9⽉17⽇

特別講演・
招待講演 3 辻村　晃　男性不妊症の診断と治療、卒後教育プログラム　第110回⽇本泌尿器科学会、神⼾市、2023年4⽉21⽇

特別講演・
招待講演 4 辻村　晃　Low-intensity shockwave treatment for ED、Symposium 5、Treatment options for erectile dysfunction other than PDE5 inhibitors.　第110回⽇本泌尿器科学

会総会、神⼾市 2023年4⽉20⽇

特別講演・
招待講演 5 井⼿久満　がん予防のための機能性⾷品と統合医療　第27回⽇本統合医療学会学術⼤会　静岡コンベンションツアーセンター 2023年12⽉17⽇

特別講演・
招待講演 6 井⼿久満　男性の性腺機能低下症ガイドライン2022のポイント　第24回⽇本内分泌学会関東甲信越学術集会 東京国際フォーラム  2023年9⽉8⽇

特別講演・
招待講演 7 井⼿久満　男性更年期と漢⽅療法第２３回⽇本メンズヘルス医学会　早稲⽥⼤学 　2023  年　9　⽉  8  ⽇

特別講演・
招待講演 8 井⼿久満　テストステロンの加齢に伴う変化と前⽴腺がん　第２４回ホルモンと癌研究会　順天堂⼤学　2023  年　6　⽉  16  ⽇

特別講演・
招待講演 9 YUKI NAKAGAWA  CAST2023 AST( Asian society of transplantation) Award - Medical Education award 受賞2023.8.26

特別講演・
招待講演 10 中川 由紀, 野崎 ⼤司, ⼩笠 ⼤起, 知名 俊幸, 河野 春奈, 清⽔ 史孝, 磯⾕ 周⼆, 永⽥ 政義, 武藤 智, 堀江 重郎,本邦におけるABO不適合腎移植の現状（我が国の腎移植統計から）第

38回　腎移植⾎管外科　2023.5.18　新潟

特別講演・
招待講演 11 中川由紀, 三重野牧⼦, ⼩笠⼤起, 毎熊政⾏,  剣持敬, 湯沢賢治, et al. ⻑期透析患者における腎移植成績~我が国の腎移植統計から~. ⽇本透析医学　シンポジウム　2023. 6.16 神⼾

特別講演・
招待講演 12 中川由紀, ⼩笠⼤起, 野崎⼤司, 知名俊幸, 河野春奈, 清⽔史孝, 磯⾕周⼆, 永⽥政義, 武藤智, 毎熊将⾏, et al. これからの移植医療が発展するために⼥性医師の有⽤性と必要性は何か. 

59回⽇本移植学会.シンポジウム 2023. 京都

特別講演・
招待講演 13 中川由紀 1 献腎移植　最近の動向　　総論  シンポジウム4 献腎移植のトータルマネージメント

第56回⽇本臨床腎移植学会　東京　2.11-12　2023

特別講演・
招待講演 14 中川由紀腎移植の現状と課題

腎移植連絡協議会　⽇本腹膜透析医学会、⽇本臨床腎移植学会ジョイントシンポジウム腹膜透析と腎移植　第56回⽇本臨床腎移植学会　東京　2.11-12　2023

特別講演・
招待講演 15 永⽥ 政義, ﾗﾝﾁｮﾝｾﾐﾅｰ2 進⾏前⽴腺がんへの個別化ゲノム医療におけるLiquid Biopsyの位置づけ 第7回Liquid Biopsy研究会, 2023.1.27 京王プラザホテル, 新宿



特別講演・
招待講演 16 永⽥ 政義, ｲﾌﾞﾆﾝｸﾞｾﾐﾅｰ「進⾏転移性前⽴腺がんへのPSMA画像診断から標的治療、そしてリキッドバイオプシーの展望」, 第20回泌尿器科再建再⽣研究会, 2023.6.3, 札幌

特別講演・
招待講演 17 永⽥ 政義, ｽﾎﾟﾝｻｰﾄﾞｾﾐﾅｰⅡ「転移性前⽴腺がんUpdate -初回治療をどう選択するか-」, 第24回ホルモンと癌研究会, 2023.6.16 東京

特別講演・
招待講演 18 永⽥ 政義, ﾗﾝﾁｮﾝｾﾐﾅｰ「転移性前⽴腺がんに対するTriplet治療の位置付け」, 第24回ホルモンと癌研究会, 2023.6.17 東京

特別講演・
招待講演 19 永⽥ 政義, ﾗﾝﾁｮﾝｾﾐﾅｰ10 mCSPCの治療変遷と残された課題,「転移性ﾎﾙﾓﾝ感受性前⽴腺がんmCSPCの治療変遷と課題」, 第 88 回⽇本泌尿器科学会東部総会2023.10.7 札幌

特別講演・
招待講演 20 永⽥ 政義, ﾗﾝﾁｮﾝｾﾐﾅｰ5 転移性前⽴腺がんに対するTriplet治療の位置付け ⽇本泌尿器内視鏡･ロボティクス学会総会 第37回学術集会 2023.11.9 ⽶⼦

特別講演・
招待講演 21 中島　晶⼦　レジデントセミナー　『排尿障害』8⽉28⽇

特別講演・
招待講演 22 中島　晶⼦　薬学部講義　臨床医学　泌尿器科①/②　5⽉11⽇/6⽉1⽇

特別講演・
招待講演 23 中島　晶⼦　静岡県東部薬剤師会講義　『膀胱癌の病態と治療』　8⽉30⽇

特別講演・
招待講演 24 中島　晶⼦　アステラス社内勉強会　尿路上⽪癌の病態と治療　11⽉18⽇

特別講演・
招待講演 25 中島　晶⼦　ブリストル・MSD　静岡県東部RCCWEBセミナー　転移性腎癌に対する1次治療としてのニボルマブ+イピリムマブ併⽤療法の有効性と安全性-当院における初期経験-12⽉8⽇

特別講演・
招待講演 26 河野春奈、進⾏性腎がんに対する集学的治療uptodate　腎がんの基礎、第66回⽇本腎臓学会学術総会、横浜、2023年6⽉9⽇


